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論と 6 章から構成されている。  
第 1 章は序論で、研究目的とその背景および本論文の概要がまとめられている。  
第 2 章では、 2 種類のシリカ微粒子作製技術（逆ミセル法とリシン添加法）の応
用により、いずれも粒径分布が狭く、粒径 55 nm と 15 nm のシリカ微粒子を合成し、
これらを凝集させることなく、原子移動ラジカル重合（ATRP）の重合開始基を持つ
トリエトキシシラン誘導体による表面修飾を実現している。さらに、この固定化さ
れた重合開始基を起点として methyl methacrylate（MMA）の ATRP を行い、構造が
制御された poly(methyl  methacrylate )  （ PMMA）をシリカ表面に付与することに成
功している。グラフト密度は 0.4～ 0.8 chains/nm 2 であり、高グラフト密度のポリマ
ーブラシシェルの形成を確認するとともに、得られた複合微粒子が高い分散性を示
し、水面上で 2 次元的に規則配列することに加え、 PMMA の良溶媒中で（ 3 次元）
コロイド結晶を形成することを見出している。凝集しやすい 100 nm 以下の粒径で、
自己組織化能を有する複合微粒子の創製は、コロイド結晶としての構造・機能設計
範囲を大幅に広げる成果である。  
第 3 章では、 LRP の優れた重合制御性と高い汎用性を利用し、シリカ微粒子表面
に 高 い グ ラ フ ト 密 度 （ 0.7 chains/nm2 ） で ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 ブ ラ シ






















件の最適化により、酸化鉄（ α -Fe 2O3）ロッド型微粒子表面に、ATRP 開始基を持つ
トリエトキシシラン誘導体を修飾し、次いで、表面開始 ATRP により、高いグラフ







第 6 章では、前章とは異なる酸化鉄（ β -FeOOH）で、よりサイズの小さなロッド
型微粒子の表面にも、濃厚ポリマーブラシ層を導入することに成功している。合成
した複合ロッド型微粒子は高い分散性を有しており、その分散液のディプコーティ
ング薄膜において、薄膜中の複合ロッド型微粒子の配向性が、ポリマーブラシの鎖
長とコーティング時の引き上げ速度によって制御可能であることを明らかにしてい
る。さらに、これらの結果を基に、高い配向性を持つ複合ロッド型微粒子の構造膜
を作製することにも成功している。  
最後に、本論文で得られた成果について要約している。  
 
 
 
